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いじめ防止基本方針 

豊岡市立小坂小学校 

更新 令和７年４月２日 

１ いじめの定義 

「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と

一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネット

を通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じて

いるものをいう。【いじめ防止対策推進法 第２条】 

個々の行為が「いじめ」に当たるか否かの判断は、表面的・形式的にすることなく、いじめら

れた児童生徒の立場に立つことが必要である。 

なお、いじめの認知は、特定の教職員のみによることなく、「学校におけるいじめの防止等の対

策のための組織」を活用して行う。 

【参考】いじめ防止のための基本的な方針（文部科学大臣決定） 

 

２ 校内組織体制 

いじめ問題への取組にあたっては、校長のリーダーシップのもと「いじめは絶対に許さない」

という強い意志を持ち、学校全体で組織的に取り組む必要がある。学校及び学校の教職員は、①

いじめの未然防止、②早期発見、③適切かつ迅速な対処を行う責務があると規定された。（「いじ

め防止対策推進法」第８条）「未然防止」→「早期発見」→「対処」という順序が明確に示された

と言える。すべての児童を対象に、①発達支持的生徒指導として、人権教育や市民性教育を通じ

て、「多様性を認め、他所を尊重し、互いを理解しようと努め、人権侵害をしない人」に育つよう

に働きかけたり、②課題未然防止教育として、道徳科や学級・ホームルーム活動等において法や

自校のいじめ防止基本方針の理解を深めるとともに「いじめをしない態度や能力」を身につける

ための取組を行ったりする。さらに、③課題早期発見対応として、日々の健康観察、アンケート

調査や面談を実施するなどしていじめの兆候を見逃さないようにし、早期発見に努める。④困難

課題対応的生徒指導として、丁寧な事実確認とアセスメントに基づいて、いじめの解消に向けた

適切な対応を組織的に進める。保護者とも連携しながら、被害児童の安全・安心を回復するため

の支援と心のケア、加害児童への成長支援も視野に入れた指導、両者の関係修復、学級の立て直

しなどを目指す。（生活指導提要・参照） 

 本校においては、いじめ問題への組織的な取組を推進するため、「いじめ対応チーム」（生活指

導委員会）を設置し、そのチームを中心として、職員全体で共通理解を図り、学校全体で総合的

な対策を行う。また、定期的な点検・評価を実施し、組織が有効に機能しているか確認する。 

・いじめ対応チーム 

・生活指導委員会   等 

                      別紙１ いじめ対応に関する校内支援体制 

 

３ いじめの防止（いじめの未然防止のための取組） 

（１） 基本的な考え方 

本校は、校訓「強く 正しく おおらかに」のもと、「自分らしく生き 在りたい未来を切り拓

いていく児童の育成」をめざしている。児童理解に努め、分かる授業づくりを通して学力向上を
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図るとともに、地域に根ざした特色ある学校づくりを推進する。また、開かれた学校づくりを推

進し、ふるさとを愛する児童を育てる。 

そのため、児童が安心して学校生活を送り、充実した教育活動に取り組めるよう、いじめ防止

基本方針を定める。いじめを抑制し命と人権を守る土壌を育み、いじめを許さない学校づくりを

推進する。日常の指導体制を定め、いじめの未然防止を図りながら、早期発見に取り組む。いじ

めを認知した場合は適切かつ迅速に解決するため、いじめ防止基本方針を定める。 

 

 

（２） 研修の充実 

 いじめ防止の観点から、いじめ防止のための様々な取組を体系的・計画的に行うため、いじめ

対応に係る教職員の資質能力向上を図る校内研修や保護者、教職員向けの研修会を実施する。 

 

（３） 児童の主体的な活動の推進 

 発達段階に応じて思いやりの心や人権感覚を養うことが必要である。児童の学級における居場

所や一人一人の役割のある学級づくり、児童が自発的・自治的に運営する児童会や委員会活動、

わくわく班（縦割り班）での遊びや清掃活動を通して、いじめ防止の観点から互いを認め合い助

け合う主体的な活動を推進する。道徳的判断力の低さや集団での生活・社会体験の乏しさから起

こる「いじめ」に対し、ほほえみや兵庫県版道徳教育副読本を活用した道徳教育、自然学校など

の体験活動を推進する。他者・社会・自然との直接的なかかわりの中で生命に対する畏敬の念や

共に生きる心に気づかせるなど、心豊かな児童を育成する。 

  ・学級づくり（居心地の良い学級、居場所のある学級、認め合える学級） 

  ・道徳教育の充実（オープンスクール道徳一斉授業） 

  ・わくわく活動（わくわく遊び、清掃活動） 

  ・児童会、委員会活動の充実 

  ・体験活動の充実 

 

（４） 家庭や地域、関係機関との連携 

 家庭と連絡ノートなどを通して児童の様子について連携を密にする。PTA 各種会議や学校評議

委員会、保護者会などと連携し、情報を共有したり、意見交流したりする。オープンスクールや

参観授業、地域の方々を講師に招くクラブ活動など、学校や児童の様子を見ていただく機会を設

ける。小・中ネットワーク会議や豊岡市いじめ対応ネットワーク会議において、小学校間や小中

学校間で情報を共有する。警察やこども家庭センターなどの関係機関と連携を密にする。また、

ウェブページや学校・学級便りによる広報活動を推進する。 

  ・連絡ノートの活用 

  ・オープンスクール、参観日 

・学校評議員会の会 

  ・民生委員との懇談会 

  ・豊岡市いじめ対応ネットワーク会議 

  ・小中ネットワーク会議 

  ・学警連絡会 

  ・学校だより（「こぶし」）、学級だよりの発行 
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４ いじめの早期発見（いじめの兆候を見逃さない・見過ごさないための取組） 

（１） 基本的な考え方 

 いじめは、早期に発見することが、早期の解決につながり、日頃から教職員と子どもたちの信

頼関係の構築に努めることが大切である。いじめは、教職員の気づきにくいところで行われ、潜

在化しやすいことを認識し、教職員が子どもたちの小さな変化を敏感に察知し、いじめを見逃さ

ない認知能力を向上させることが必要である。 

また、いじめを早期に発見するために、休み時間等における教職員の日常的な観察や目の届き

にくい場所の点検、チェックリストによる観察、教育相談を行う。 

日常的な取組の中で、いじめの兆候を発見したときは、問題を軽視することなく、早期に適切

な対応をすることが必要である。いじめを認知した教職員は、一人で抱え込まず、学校長のリー

ダーシップのもと「いじめは絶対に許さない」という毅然とした態度を持ち、学校全体で組織的

に対応する。 

 

（２） いじめの早期発見のための措置 

 日常的に取り組む実践計画を立て、小さな兆候を見逃さぬように教職員全体で共通理解を図っ

ていく。 

  ・日々の健康観察 

  ・家庭からの児童の様子についての情報 

  ・チェックリストの活用（学期に１回程度） 

  ・いじめアンケートの実施（月１回） 別紙２ いじめ早期発見のためのチェックリスト 

・アセス、生活アンケートの実施と分析、教育相談 

  ＊子どもの心を理解する強化月間 

・生活指導交流会（月１回） 

・保健室来室者に関する情報 

 

５ いじめへの対処（発見したいじめに対する処置） 

（１） 基本的な考え方 

 いじめ問題への組織的な取組を推進するため、「いじめ対応チーム（生活指導委員会）」を学校

長の指揮のもと設置し、そのチームを中心として教職員全体で情報の共通理解を図り、総合的な

対策を行う。 

 

（２） いじめの発見・通報を受けたときの対応 

 情報を得た教職員は、速やかに管理職に報告し、学校長の指揮のもといじめ対応チームを設置

する。調査班を編成し、当事者双方、周りの児童から状況を個々に聞き取り、記録する。（複数人

対応）正確に事実関係を把握し、指導方針・体制を編成する。指導方針や体制については、必ず

全教職員で共通理解する。 

（３） いじめられた児童又はその保護者への支援 

 事実確認とともに、まずはつらい気持ちを受け入れ、共感する。必ず解決できる希望が持てる

よう伝え、自尊感情を高めるよう配慮する。 

 いじめの事実を発見したその日に家庭訪問等で保護者と面談し、事実関係を伝える。学校の指
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導方針を伝え、今後の対応について協議する。継続して家庭と連携し、児童のことではどのよう

な些細なことでも学校に相談するよう伝える。 

 

（４） いじめた児童への指導又はその保護者への助言 

 いじめた気持ちや状況などについて十分聞き、児童の背景にも目を向け聞き取りをする。心理

的な孤立感・疎外感を与えないようにするなど、一定の教育的配慮のもと、毅然とした対応と粘

り強い指導を行い、いじめは決して許されない行為であることを認識させる。 

 保護者には、正確な事実関係を説明し、いじめられた児童や保護者の気持ちを場合によっては

伝える。いじめは決して許されない行為であることを保護者と共通認識し、家庭での継続的な指

導を依頼・助言する。その後の児童同士の関わりについて一緒に考え、継続的に見守る。 

 

（５） いじめが起きた集団への働きかけ 

 当事者だけの問題にとどめず、いじめは決して許さないという毅然とした姿勢を学級や場合に

よっては学校全体に示す。はやし立てたり、傍観者になったりする行為はいじめを肯定する行為

であることを理解させる。学級活動や道徳教育などで、自分たちの問題であるという認識のもと

継続的に指導する。 

 

（６） ネット上のいじめへの対応 

 家庭や生活の中で、ネットにつながるパソコンやゲーム機を使用している児童は多くなってき

ている。それらの情報機器が利用され、悪意のある書き込みやいじめ事案につながりやすくなっ

てきている。よっていじめアンケートによる調査やネットパトロールを実施する。 

 事案発生時には、書き込みや画像の迅速な削除やチェーンメールへの対応など、具体的な対応

方法を児童・保護者に助言し、協力して取り組む。学校、保護者だけでは解決が困難な場合は警

察などの専門機関と連携する。（兵庫県教委育委員会ひょうごっこ「ネットいじめ情報」相談窓口、

兵庫県警察サイバー犯罪対策課） 

 

（７） 関係機関との連携 

 いじめ事案が発生した場合は、大小に関わらず速やかに豊岡市教育委員会に報告する。学校の

対応では解決が困難な場合は、関係機関と連携を図り指導する。 

  ・豊岡市教育委員会 

  ・兵庫県教育委員会（教育相談窓口、学校支援チーム） 

  ・豊岡警察署 

  ・豊岡こども家庭センター 

  ・但馬やまびこの郷 

 

６ いじめ防止に関わる年間指導計画と評価 

 いじめ防止の観点から、未然防止・早期発見のための年間指導計画を作成する。また、定期的

な点検・評価を実施し、組織が有効に機能しているか確認する。 

                        別紙３ 年間指導計画（令和７年度） 



　　　　　　いじめ対応に関する校内支援体制について

豊岡市立小坂小学校

＊いじめ対応チームは、生活指導委員会のメンバーで構成する。

＊いじめの情報を得たその場、もしくは即日対応することを基本とする。
＊速やかに教委育委員会、もしくは必要に応じて警察等の関係機関へ報告する。
＊事案によっては、学年及び全学年の保護者に説明する必要の是非を判断し、必要があれば、当事者
　 の同意を得た上で、説明文書の配布や緊急保護者会を実施する。
＊事案によっては、マスコミ対応も考えられる。対応窓口は原則、校長・教頭とする。

６
事
後
指
導

４
方
針
決
定

学校だけで解決が
困難な場合

警
察

　
少
年
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

関
係
機
関

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
 
　
な
ど

対応班による
いじめ解消に向けた指導

継続指導・経過観察

解　消

再発防止・未然防止活動

豊
岡
市
教
育
委
員
会

県教委

学
校
支
援
ﾁｰ

ﾑ

教
育
相
談
窓
口

報告・事実関係の把握

指導方針の決定・指導体制の編成

職
員
会
議

　　　　　　　　　　対応班編成
報告・事実関係に応じて対応メンバーを決
定する。（必要に応じてその他の職員に協
力を要請する。）

＊いじめ対応マニュアルのP18を参考に

更新　令和7年４月2日
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含め担任も
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　　　　　　豊岡市立小坂小学校

年間指導計画立案

職員研修会※２

生活指導交流会 生活指導交流会
生活指導交流会（アセス・生
活アンケートの分析交流会） 生活指導交流会 生活指導交流会 生活指導交流会

いじめの未然防止に
関する職員研修会

あいさつ当番（PTA） あいさつ当番（PTA） あいさつ当番（PTA） あいさつ当番（PTA）

学校評議員会

生活オリエンテーショ
ン

学警連絡会
いじめ対応ネットワー
ク会議

学年懇・総会等にお
ける啓発活動※３

アセス・生活アンケー
トの実施・分析※４

期末懇談会

教育相談週間

いじめアンケート いじめアンケート いじめアンケート いじめアンケート いじめアンケート

生活指導交流会
生活指導交流会（アセス・生
活アンケートの分析交流会） 生活指導交流会 生活指導交流会 生活指導交流会 生活指導交流会

あいさつ当番（PTA） あいさつ当番（PTA） あいさつ当番（PTA） あいさつ当番（PTA） あいさつ当番（PTA） あいさつ当番（PTA）

学校評議員会 民生委員会 学校評議員会

小中ネットワーク会議 学警連絡会 学警連絡会

PTA教育講演会
いじめ対応ネットワー
ク会議

オープンスクール、道
徳一斉授業

アセス・生活アンケー
トの実施・分析

期末懇談会

教育相談週間 教育相談週間

いじめアンケート いじめアンケート いじめアンケート いじめアンケート いじめアンケート いじめアンケート

※１　事案発生時には、学校長の指揮の下いじめ対応チームを招集する。
※２　いじめ防止基本方針を確認し、指導方針や指導計画を提示し、全教職員で共通理解を図る。
※３　学校の指導方針を保護者に周知する。
※４　いじめ等の実態を把握するために、年２回実施し分析したものをもとに交流会を開催する。
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年間指導計画（令和7年度）
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更新　令和7年４月2日

事案発生時、いじめ対応チーム招集・緊急会議の開催※１

事案発生時、いじめ対応チーム招集・緊急会議の開催

別紙３

居心地の良い・居場所のある・認め合える学級づくり

居心地の良い・居場所のある・認め合える学級づくり


